
第 29 回情報知識学フォーラム 

日程： 2024年 11 月 30日(土) 13:00～17:15 
場所： 金沢未来のまち創造館 2階研修室 1（石川県金沢市野町 3丁目 11-1） 

 
実行委員長 高田良宏（金沢大学） 
実行委員  林正治（国立情報学研究所） 

  佐藤琴（山形大学） 
  山下俊介（北海道大学） 
  堀井洋（AMANE） 
  堀井美里（AMANE） 
  小川歩美（AMANE） 
  大月希望（東京大学大学院・ AMANE） 
 

プログラム 

13:00-13:10 開会宣言・開会挨拶 

13:10-13:15 趣旨説明 

13:15-13:30 
講演：「研究データエコシステム構築事業の現在地」 
中野恵一（国立情報学研究所 オープンサイエンス基盤研究センター） 

13:30-13:45 
講演：「歴史地震研究における研究データ」 
加納靖之（東京大学地震研究所／地震火山史料連携研究機構） 

13:45-14:00 
講演：「地域資料データ継承をめざした地域横断型データ共有基盤の構築」 
堀井洋（合同会社 AMANE／学術資源リポジトリ協議会） 

14:00-14:10 休憩 

14:10-14:25 
講演：「地域文化資源データの共創のために：汎用プラットフォームの開発」 
山下俊介（北海道大学水産科学研究院／学術資源リポジトリ協議会） 

14:25-14:40 
講演：「令和 6 年能登半島地震における被災資料レスキューと地域資料情報の 

活用」 
堀井美里（合同会社 AMANE） 

14:40-14:55 
講演：「金沢ミュージアム＋の可能性について」 
宮下裕樹（金沢市文化スポーツ局文化政策課） 

14:55-15:10 休憩 

15:10-16:00 
総合討論 
コーディネーター 佐藤琴（山形大学附属博物館） 

16:00-16:05 休憩 

16:05-16:25 ポスター概要発表（1 件 90 秒以内) 12 件 
  



 

16:25-17:10 

ポスターコアタイム 
1. 地域や組織を横断した資料データ共有にかかる課題 
◯佐藤琴，小幡圭祐（山形大学），堀井洋，堀井美里，小川歩美，佐々木紫帆（合
同会社 AMANE），榎本千賀子（新潟大学・奥会津 DA 準備室），櫻澤孝佑（OKU 
Mock・合同会社 AMANE），卓彦伶（北海道大学），高田良宏（金沢大学），大月
希望（東京大学・合同会社 AMANE） 

2. データカタログにおける外部リポジトリ連携機能の検討と実装 
◯朝岡誠，林正治（国立情報学研究所），有田正規，藤澤貴智（国立遺伝学研究
所），片山俊明（ライフサイエンス統合データベースセンター），丹生智也（国立
遺伝学研究所），山地一禎（国立情報学研究所） 

3. 包括的未病データベース構築プロジェクトにおける研究データのためのメタデータ
処理 
◯林正治，込山悠介，藤原一毅，朝岡誠，南山泰之，池谷瑠絵（国立情報学研究
所），安田裕之，等々力賢，藤居文行，木本早苗，藤原寛太郎（東京大学），山地
一禎 （国立情報学研究所） 

4. 地域資料における災害データのナレッジグラフを用いた表現とその利用方法の提案 
◯堀本隆誠， 岡田真， 森直樹（大阪公立大学） 

5. 公的機関の過去のホームページへのアクセス制限の要因を探る 
◯長塚隆（鶴見大学） 

6. 文系大学のデータサイエンス教育における留学生の知識の習得状況の分析 
◯保田洋（流通科学大学），宇佐美美紀子（関西学院大学） 

7. 学認 LMS を基盤とする研究データ管理人材の育成 
◯古川雅子，長岡千香子（国立情報学研究所），神崎隼人，甲斐尚人（大阪大学） 

8. 資料情報収集アプリ「みんぐ Web」の開発と活用 
◯川邊咲子，橋本雄太 （国立歴史民俗博物館）， 堀井洋， 小川歩美 （合同会社
AMANE），高田良宏（金沢大学）， 山下俊介（北海道大学） 

9. 研究データエコシステムに基づく金沢大学学術データ管理システム「ARCADE2」
の構築と展開 
◯松平拓也，笠原禎也，高田良宏，濵貴幸，長井圭治，蟹屋敷祐介（金沢大学） 

10. 地域資料アーカイブの社会的意義についての考察‐災害発生後における AMANE 
Archives の役割の変化を中心に‐ 
◯小川歩美，堀井美里，堀井洋（合同会社 AMANE） 

11.Open Educational Resources（OER）の集約・理解促進を目指したガイドラインの
作成 
◯長岡千香子，古川雅子，孫媛，林正治，朝岡誠（国立情報学研究所），重田勝介
（北海道大学），武田俊之（関西学院大学），山地一禎（国立情報学研究所） 

12. 市民参加型の地域資料保存・継承活動に対するデジタルアーカイブシステムの活
用：民具整理ワークショップにおける「奥会津デジタルアーカイブ」システムの
活用を事例として 
◯榎本千賀子（新潟大学），櫻澤孝佑（OKU Mock・合同会社 AMANE） 

17:10-17:15 閉会宣言 


